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山根 猛

(環境グループ)

近畿大学大学院農学研究科

平成20お よび21年 に,以 下の海外共同研究

と打合せ並びにシンポジウムを実施した。

UniversityofthePhilipPines,Vis則 器 東

南 アジアの島 喧國 では,パ ヤオ(FADS)漁 業 が沿

岸 域 か ら沖合 域 にか けて操 業 され てお り,沿 岸 ・

沖合 漁民 にとって重 要な漁 業種 になっている。一

方,近 年,国 際 的 にパ ヤオ 漁 業 のキハ ダ資 源 に

対 する影響 が懸 念 され ている。特 に,パ ヤオ 漁業

におい て漁 獲 され るキハ ダ幼 魚 の漁 獲 量 が多 い

ことが指 摘 されている。フィリピン周 辺 海 域 はキハ

ダの再 生 産 の場 として非 常 に重 要 な場 であるとと

もに,パ ヤオ 漁 業 にとっても重要 な漁 場 になって

いる。

そこでフィリピン近 海 にお けるキハ ダの資源 動

態 に関わるパ ヤオ漁業 の影響 に関す る基 本情 報

を得 ることを 目的 に,UPVとGCOEに お ける海 外

共同研 究の 一環 としての共 同研 究 をJSPSと の連

携 を図 りながらUPV,JSPSと 共 同で実施 してきた。

UPVの カウンターパ ートは同大 学Collegeof

MarineScienceandFisheries,VisayasのDr

RicardoBABARAN准 教授 である。

共 同研 究成 果 の一一環 として,フ ランス(マ ル セイ

ユ)に おいて,2008年6月8～10日 に開催 され

た13thFrance-JapanOceanographySymposium,

``Globalchange:interactionsmankind

environments"に おいて,①Swimming

behaviorofjuvenileyellowfintunaaroundfadsin

Philippines;YMitsunaga,R.Babaran,C.Endo,

K.Anraku,②ProHleofPhilipPinespayao

(floatingartificialreef);R.RBabaran,M.Ishizaki,

③Today'sFADinJapan;T.Yamaneと して 報 告

した 。山 根,光 永 が 参 加 。

さらに,UPV,JSPSと の 連 携 を 図 りな が ら継 続 し

て 実 施 し て い るパ ヤ オ 近 傍 に お け る キ ハ ダ 幼 魚

の 行 動 の 最 新 の 共 同 研 究 成 果 は,"フ ィリピ ン パ

ヤ オ 周 辺 に お け る キ ハ ダ 幼 魚 の テ レ メ トリー"

(RicardoBABARAN・ 遠 藤 周 之 ・光 永 靖*・ 安

樂 和 彦)と して 水 産 工 学2009,Vb】.46に 発 表 した 。

*コ レス ポ ン デ ィン グ オ ー サ ー
。本 論 文 はRicardo

BABARANの 学 位 論 文 の 一一部 に も な っ て い る。

上 記 の 海 外 共 同 研 究 成 果 は 研 究 者 の 育 成 に お

い て も重 要 な 共 同 研 究 で あ る と言 え よう。

またGCOEの 下 で の 共 同 研 究 成 果 の 一 環 と

して,JSPSと の 連 携 の 下 に,特 に,若 手 研 究 者

の 育 成 を 目 的 に,博 士 後 期 課 程 ・前 期 課 程 ・PD

の ポ ス ター 発 表 を 鹿 児 島 大 学 に お い て 開 催 され

た 下 記 シ ン ポ ジ ウム で 実 施 した()

SymposiumontheFormationofResearch

CenteronControlAgainstNegativeImpactto

CoastalFisheriesResourcesinSoutheast

Asia(2009年10.月31～ll.月1日)。

JSPSAsiaCoreProgrambetweenthe

UniversityofPhilippines,Visayas,Philippines

andFacultyofFisheries,KagoshimaUniversity,

Japan(山 根,光 永 が 協 力 研 究 者 として 参 加)。
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国 立 台湾 海 洋 大 学GCOEの 下で,NTOU

TaiwanandKUJapanAquacultureandFisheries

StudentsSymposium-1を2009年3月5日 ～6

日に国 立 台湾海 洋 大 学(NTOU)に て実施 した。

なお シンポ ジウムの運 営 は,Shyn-ShinSHEEN

教 授(国 立 台 湾 海 洋 大 学),山 根 猛(近 畿 大

学)を コー ディネーター として,各 組織 から2名 の

博 士後期 学 生を加 えてInternationalSymposium

SteeringCommi賃eeを 組 織 してシンポジウムを運

営 した。

運 営 に際 して は,若 手 研 究 者 の 育 成 とい った

GCOEの 目的 に沿 う形 で,シ ンポジウムに際 して

の運 営 はすべ て両組織 の博 士課 程 の学生 をリー

ダー(英 語 で のみ 意 思 の疎通 が 可能)と して,シ

ンポジウムに参加 す る学 生 は様 々なパ ー トで の

役 割分 担を行 った。Aquaculture,Fisheries

Researchの 分 野 で両 大学 の大 学 院博 士 後期 課

程 ・前 期課 程 の学生 を中心 に17課 題(ポ スター

を含 む)の 発 表 が行 われ た。マグ ロ類 の 資源 に

関す る研 究 報告 をはじめ,養 殖 魚類 の生産 に係

る研 究報告 があった。その他,発 表 数 の制 限か ら

口頭 発 表で はなくポスター プレゼンテーションに

おいても水 産養 殖 ・水 産科 学 分野 の研 究報 告 が

な され た 。GCOE下 で 実 施 され たStudents

Symposiumlは 成功 裏 に終えたと評価 できる。ア

ブストラクト集(配 布 済み),そ してプ ロシーデ ィン

グを刊行 した(2009年10月 印刷)。 詳 細 は上記

プ ロシ ー デ ィン グ に 論 文 として 掲 載 済 み 。

StudentsSymposium-2に つ い て は,Students

Symposium-1と 同様 に両組 織 で,大 学 院 学 生 を

含 む 若 手研 究者 を中心 に運 営 して実 施 すること

で合 意 した。特 に,PDを 含 む若 手の研 究者 育成

(大 学 院 学 生 を含 む)に 重 点 を置 き継 続 的 に実

施 することでも合 意 している。SympOsium-2の 実

施時期は現在未定。

現在,国 立台湾海洋大学養殖 系には 田村優美

子が博+学 位取得後のインターンシップとして滞

在 中で,こ の受 け入れは,GCOE下 で,近 畿大

学と国立台湾海洋大学の間で締結されている学

術 ・研究交流協定の下での受け入れになってい

る。

RostockUniversity近 畿大 学 とRostock大 学 間

で研 究 ・学術 交 流協 定(研 究 者 お よび学 生 の相

互 派 遣 に関す る細 則 に準拠)が 締 結 され ている

ことから,GCOEの 下で の国際 交流 の一環 として,

2008年 度 に 田村優 美 子のスーパ ーバイザー とし

てのパ ッシェン教授 が農 学研 究科 水産 学 専攻 に

て 開催 した 田村優 美子 の 事 前プ レゼンテー ショ

ンを聴 講 し発 表 内容 に関 して,種 々 の有 益なコメ

ント述 べた。また,大 学 院 学生 に対 する講義 を実

施 した。

現 在,Rostock大 学 からPDと してセバスチャン・

シュライヤ ー が滞 在 中で,養 殖 生 篭 の最 適 化 と

い った工 学分 野 か らのアプローチ に 関す る基 礎

研 究 情報 の交換 を含 め,彼 の帰 国後 から開 始予

定 の共 同研 究のテーマ,具 体的 な遂行 方 法 につ

いて検討 している。

2009年12.月22日 には,Rostock大 学のパ ッシ

ェン教授 と2010年 度 にフランスで実施す る

GCOEとIFREMERと の共催 で実施す る,First

jointScienti∬cSymposiumの 各セッション構 成 を

含 め,工 学 的 なアプ ローチ(Fisheries

EngineeringSection)に 関す る共 同研 究 ・発表 内

容 の構 成 および 人 選 につ いて検 討 する。さらに

2010年 度 の交 流事 業の進 め方 について検討 す

る。
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IFREMER(lnstitutFmngaispourl劉

RechercheetPExp夏oitationdelaMer)

IFREMERとGCOEと の 共 催 で2010年9月 第1

週 目 にFisheryresources〈D6partment

HalieuitiqueM6diterran6enneetTropical>ofS6te

に お い て,Thegeneralfisherycommissionfbrthe

M6diterran6enne(GFCM)の 支 援 の も とで,国 際

シ ン ポ ジ ウム を 開 催 す るこ とが 決 定 した 。

IFREMERと 検 討 し た シ ン ポ ジ ウム の タ イ トル は

``Howminimizingthefbotprintoftheaquaculture

andfisheriesontheecosystem?"で あ る。

な お,2010年9月 第1週 目 とした の は,ICESの

シ ン ポ ジ ウム(2010年9月 第4週U)の 開 催 日 程

と重 複 しな い よ うに 日程 調 整 を 行 っ た ことに よ る。

IFREMERとGCOEが 共 催 す る シ ン ポ ジ ウム の

テ ー マ,キ ー ワ ー ドに つ い て の 最 終 調 整 を12月

15,16日 にIFREMER(S6te)に て 実 施 す る。そ

の 他,シ ン ポ ジ ウム の サ ー キ ュ レ ー シ ョン に は,

GCOEお よび 近 畿 大 学 の 紹 介 を 掲 載 す る ことで

合 意 を 得 た 。

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 講 演 申 し 込 み ・参 加 申 し 込

み 等 の シ ン ポ ジ ウ ム に 関 す る 事 務 的 な 手 続 き は

す べ てIFREMERのWebサ イ ト経 由 とす る ことで

合 意 した 。詳 細 は 本 報 告 の 最 後 に 添 付 したlst

サ ー キ ュレ ー シ ョン の 原 案 を 参 照 の こと。

UniversityofApphedScience前21世 紀COE

において,PDと して1年 間近畿大学農学研究科

に滞在し,現 在,UASの 教授として教鞭をとって

いる,DrKorteか ら近畿大学との学術交流協定

(研究者および学生交換を含むRostock大 学と

の交流協定に準拠)締 結の可能性 について打診

があり,現在GCOE下 での共同研究の可能性を

含めて検討することにした。12月180UASに て

大学首脳 と面談して具体的な検討 に着手する。

学生交流および若 手研究者を中心とした交流計

画の大枠をDrKorteと 双方で検討 中。大筋では,

既にRostock大 学と締結しているような,研 究交

流 ・学生交換 に係る諸経費は派遣側で準備する

とともに双 方での負担を軽減する方式での学術

交流協定を考えている。各事業を始めるに際し

ては,双 方で細部にわたって話し合うことになっ

ている。

UniversityofSplit,Fisheries,CenterofMarine

Science(CroatiのDrAlenSoldoとGCOE下 で

の共 同研 究 の可 能性 につ いて検討 中(2010年

度)。 現在,2010年 度 にフランスで開催 す るシン

ポジウム時 に双 方 の資 料 をもとに検 討 す る方 向

で調 整 中。この場 合 も,若 手研 究者 の交 流 お よ

び大 学院 学 生の交 流を主たるものとし,双 方での

費 用負 担 をできるだ け軽 減 す る前 述 の方 式を踏

襲す る予 定で検 討 している。
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